
　　　

昭和35（1960）年12月25日高知県にて生まれる。

教員生活の傍らミステリを執筆、平成7（1995）年に『解体諸因』でデビュー。

SFがかった設定を織り交ぜた本格ミステリ作品を多数執筆。

匠千暁シリーズ、腕貫探偵シリーズなどで人気を博す。

令和5（2023）年「異分子の彼女」（『異分子の彼女 腕貫探偵オンライン』収録）で

第76回日本推理作家協会賞＜短編部門＞を受賞。

その他代表作として『七回死んだ男』『異邦人』『聯愁殺』などがある。

令和7（2025）年11月9日死去。享年64歳。

（『日本現代小説大事典』『双死相殺』より参考）


